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参考資料： 

１．特定外来生物におけるマイクロチップ埋込みのための麻酔法 

ア 哺乳類の麻酔 
マイクロチップ埋込み作業は、動物がしっかり保定できるのであれば短時間で処置が可能

である。しかし、特定外来種はイヌやネコ等のペットと異なり、一般に人に触れられること

を嫌がる。野生の性質を大きく残している個体では、手によるハンドリングが不可能な場合

が多い。 

玉網やスクイズ・ケージなどを用いて捕獲し、物理的に保定することもできるが、保定者

にある程度の熟練が必要である。今回対象となる特定外来種は、鋭い歯を備えている種が多

く、油断すると作業に携わるスタッフが思わぬ外傷を受けかねず、人と動物の共通感染症に

感染する危険もある。作業には細心の注意が必要である。 

前述のように、マイクロチップの埋込み自体は短時間で行うことができるので、短時間、

化学的な保定を行うことも人と動物双方に安全であり、選択肢の一つとなる。 

化学的保定には注射によるものと吸入によるものとがある。 

注射による化学的保定は原則として筋肉内に投与する。玉網で捕獲した動物の筋肉の厚い

部位に投与するが、一般に臀部が好まれる。吹き矢が用意できるなら、動物の捕獲作業を省

略できる。 

吸入による化学的保定では、麻酔箱を導入に使い、マスクで維持する。動物が収容された

ケージをそのまま麻酔箱に収容する。動物が興奮することなく麻酔導入にもっていけるので

メリットが大きい。吸入麻酔薬としてハロセンやイソフルレンが効果的である。 

麻酔の管理は、定法にしたがう。リスやマングースのような小型種は代謝率が高いため、

麻酔中の体温低下に注意する。保温パッドなどを用いて動物の周囲環境の温度を保つ。 

注射麻酔に使われる薬剤と投与量について動物種別に下記する。短時間で効果が発現し、

麻酔の深度が調節でき、拮抗薬が存在し麻酔時間も調節できる薬剤が好ましい。 

捕獲時に動物を興奮させると通常の投与量では効果が現れず、肺充血や過呼吸など不測の

事態を招くことがある。 

 

サル（タイワンザル、カニクイザル、アカゲザル） 

ケタミン10～15mg/kg 筋注 

ケタミン5～15mg/kg 筋注 + ジアゼパム 1mg/kg 筋注 

ケタミン5～7.5mg/kg 筋注 + メデトミジン 0.033～0.075mg/kg 筋注 

アライグマ（アライグマ、カニクイアライグマ） 

ケタミン10～30mg/kg 筋注 

ケタミン10mg/kg 筋注 + ジアゼパム 0.5mg/kg 筋注 

ケタミン2.5～5mg/kg 筋注 + メデトミジン 0.025～0.050mg/kg 筋注 
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マングース（ジャワマングース） 

ケタミン15mg/kg 筋注 

ケタミン15mg/kg 筋注 + ジアゼパム 0.1mg/kg 筋注 

ケタミン 5mg/kg 筋注 + メデトミジン100mg/kg 筋注 

リス（クリハラリス、タイワンリス、トウブハイイロリス） 

ケタミン20～100mg/kg 筋注 + ジアゼパム 2～8mg/kg 筋注又は腹腔内 

ケタミン40～100mg/kg 筋注 + メデトミジン 0.25～1.0mg/kg 腹腔内 

ヌートリア 

ケタミン20～100mg/kg 筋注 + ジアゼパム 2～8mg/kg 筋注 

ケタミン40～100mg/kg 筋注 + メデトミジン 0.25～1.0mg/kg 筋注 

フクロギツネ（ポッサム） 

ケタミン30mg/kg 筋注 + キシラジン 6mg/kg 筋注 

小型シカ（キョン） 

ケタミン2.7~18.7mg/kg 筋注 + キシラジン 0.5～23mg/kg 筋注 

ケタミン0.8～3.2mg/kg 筋注 + メデトミジン 0.05～0.1mg/kg 筋注 

 

イ 爬虫類の麻酔 

注射麻酔をするための保定時間で、マイクロチップを埋込むことが可能である。また、注

射麻酔は一部を除いて覚醒まで時間がかかる。つまり、マイクロチップを埋込むために爬虫

類を麻酔する必要はない。一方、一般に爬虫類で吸入麻酔を行う際、気管挿管や補助換気が

必要であり、ここで扱う危険な爬虫類は術者に非常にリスクとなる。そのため、ここでは、

注射麻酔の例示にとどめる。 

Ａ カミツキガメの麻酔  
表１.ヌマガメ類の麻酔 

薬剤名 薬用量 備 考 

ケタミン 20-60mg/kg 皮下注,筋注 
鎮静（導入 30 分／覚醒 24 時間以上／脱

水等で危険あり） 

ケタミン(K)＋ 
ブトルファノール(B) K10-30mg/kg＋B0.5-1.5mg/kg 筋注 小手術（甲羅の治療） 

ケタミン(K)＋ 
ジアゼパム(D) K10-30mg/kg＋B0.5-1.5mg/kg 筋注 麻酔（筋弛緩） 

ケタミン(K)＋ 
メデトミジン(M) 

K10-20mg/kg 筋注＋M0.15-0.30mg/kg
筋注,静注 ヌマガメ類（淡水産） 

ミダゾラム（M） 2mg/kg 筋注 前麻酔（カミツキガメに効果的） 

ケタミン(K)＋ 
ミダゾラム(M) K20-40mg/kg＋M>2mg/kg 筋注 鎮静（筋弛緩） 

プロポフォール 
12-15mg/kg 静注（低用量 5-10mg/kg
静注の使用がよい。） 

早くて円滑な導入／ほとんどの種に

15-25 分間の麻酔と保定／急速で興奮の

ない覚醒 
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Ｂ ミナミオオガシラ、タイワンスジオ、タイワンハブの麻酔  
表２.ヘビ類の麻酔  

薬剤名 薬用量 備 考 

ケタミン 20-60mg/kg 皮下注,筋注 鎮静（導入 30 分／覚醒 2-24 時間） 

ブトファノール 1-2mg/kg 筋注 鎮痛 

ケタミン(K)＋ 
ブトルファノール(B) K10-30mg/kg＋B>1.5mg/kg 筋注 良好な筋弛緩を伴った麻酔 

ケタミン(K)＋ 
ジアゼパム(D) K10-30mg/kg＋D0.2-1.0mg/kg 筋注 良好な筋弛緩を伴った麻酔 

 

ウ 麻酔のための吹き矢の使用法 

Ａ 吹き矢の道具 
器具はブロウパイプ、吹き矢（吹き矢用の注射器・注射針、注射針の孔を塞ぐシリコン

栓、テイルピース）、吹き矢と圧力用注射器を連結するコネクター、プッシュピンなどが

ありセットで市販されている。なお、ブロウパイプは日用雑貨の継ぎ目のないアルミニウ

ム管で十分に代用できる。 

【投薬の準備作業】 

Ｂ 吹き矢の構造と投薬の準備作業 
吹き矢用の注射器は透明なプラスチック製で薬室と気室に区切られ、薬室と気室はプラ

ンジャーで仕切られている。 

【吹き矢の構造】 
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まず、空気を入れた圧力用注射器を吹き矢の気室側にコネクターで連結する。気室弁が

栓とならないようにしてプランジャーを動かし、薬室に必要な容量を確保する。そして、

薬室に注射器で薬液を充填し、シリコン栓をした注射針で密封する。注射針の基部をテー

プで補強してもよい。 

次に、吹き矢が動物の体に当たったときに薬液が注入されるように、気室に圧力をかけ

る。圧力をかけた時、気室弁が落下して通気孔を塞ぐように、薬室を上側にして注射器を

持つ。圧力用注射器を気室側に連結し、気室の気圧を十分に高める。テイルピースを付け

て完成する。 

Ｃ 吹き矢の発射方法  
ブロウパイプの吹き口から吹き矢を装填し、プッシュピンで吹き矢を少し中に押し込む。

両手でブロウパイプを保持し、動物に向けて一吹きする。投与する部分は臀部、上腕部、

肩甲部など筋肉の多い部位である。 

Ｄ 吹き矢の清掃 
動物に当たった吹き矢は薬液を出した後も、気室の内圧がかかっている。そのため、吹

き矢を清掃するには、注射針やテイルピースを取り除き、プッシュピンを気室弁に当てて

内圧を抜く必要がある。薬室側にコネクターで洗浄用（水）注射器を連結し、プランジャ

ーを押引きして洗浄する。孵卵器などで乾燥後、吹き矢用注器、注射針は洗浄乾燥後にガ

ス滅菌で再利用できる。 

Ｅ 特に注意すべき事項  
吹き矢はいかなる場合でも人に向けてはいけない。吹き矢を初めて打つ場合、段ボール

箱に新聞紙などの詰め物を入れ、的を作って試射し、吹き矢の感覚や威力を確かめる。実

際、吹き矢を投与する場合、動物が気付くと投与しにくいため、動物の行動を予測して物

陰などから発射することが重要である。 
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